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BIMによる設備の積算

どの場面でBIMが物事を解決できるか



数量拾いが必要な場面

BIMによる設備の積算



BIMによる設備の積算

建築BIM会議のワークフローより コスト算出の場面で数量拾いが必要



BIMによる設備の積算

設備ダクトの発注 右のブルー部分が明らかになって初めて発注できる
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発注先の機材業者も数量拾いの数字で確認
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資材の納品においても材料のカウントが必要
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現場納入前にBIMモデルからどれだけの数量が工場に回されたか確認
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ファブリケーションの進行度合いなど全体把握でも数えている
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現場納入時に全ての資材をカウント
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設置する数量、台数をカウント
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テスト時には数量や能力のチェックで必ず数を数える
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機能を果たしている、試験に合格しているもののパーセント出し
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（今まで）CADから数量出し （今後）Revitのデータベースを加工→ 表とグラフで表示が可能
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BIMの情報で数量化したデータからコスト算出ができる
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具体的な要件を概算シートにまとめることによって単価、数量が算出される（BIMモデリング前段階）
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BIM積算の概念 最終的に見積もりを算出するまでの流れ
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設備の場合施工場所が保温の仕上げに影響を与える
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工事項目にうまくフィルターをかけて数量算定をする
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データベースであるRevitであっても数量算定は困難である
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【動画】 数量算定の工夫 ダクト集計項目に設置場所「PLEVEL」を追加して集計
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【動画】 数量算定の失敗例 2種類のプログラムによる集計

エグゼファイルによる集計

WEB集計プログラムによる集計
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出所不明なファミリを使用すると正しい数量算定ができない（例エルボ）
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Revitはデータベースなのでスペックと仕様から自動配置が可能 モデリングしなくてもある程度カウント可能
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相当長の数量算定を工夫する必要がある（例チーズ）
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【動画】 相当長の数量算定の工夫 「余長集計」 エルボを直管に相当するものに置き換えて集計
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概算レベルの段階では相当長で数量拾いをする
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ダクトは自由形状なので数量を拾えない
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初期段階のダクトは近似直方体で数量を出す
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概算で出す面積と実際の面積はファブリケーションのパーツに置き換えて正確な数字を出すと良いのでは
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各段階のターゲットを絞り積算の精度を高めていく
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BIMによって積算と設計は別々の作業ではなくクロスオーバーしていくのでは
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ファミリのテンプレートをそのまま使用するのではなく仕込み確認作業が必要
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Revitのパラメータの仕込みで積算の各段階の正確なゴールに近づけるのでは
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各段階のコストは情報が加わり細分化していく Revitのパラメータで自動的に紐づけできるようになるのでは




